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令和4年6月号（659号）

　

岡
本
史
郎　
抄
出

恋
猫
の
濡
れ
て
帰
り
ぬ
昨
夜
の
雨　
　
　
　
　

陌
間
み
ど
り

老
人
に
配
る
チ
ラ
シ
や
日
脚
伸
ぶ　
　
　
　
　

伊
藤
は
る
子

春
風
を
い
っ
し
ょ
に
配
る
郵
便
夫　
　
　
　
　

田
中　

幸
子

戦
禍
の
が
る
る
民
陸
続
と
雪
霏
霏
と　
　
　
　

杉
崎　

せ
つ

臍
の
緒
の
小
箱
光
り
て
吾
子
卒
園　
　
　
　
　

菅
野　

英
余

半
分
の
記
憶
の
ま
ま
で
卒
業
す　
　
　
　
　
　

小
野　

菊
土

苗
床
に
一
粒
づ
つ
の
夢
を
蒔
く　
　
　
　
　
　

中
根
登
美
子

雪
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紅
梅
の
日
本
曽
比
区　
　
　

大
石　

雄
介

綿
虫
の
浮
遊
心
電
図
の
波
長　
　
　
　
　
　
　

杉
山
あ
け
み

菜
花
映
ゆ
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
も
青
い
空　
　
　

木
村
予
史
重

　

鳥
海
壮
六　
抄
出

バ
ス
待
ち
の
話
の
尽
き
ぬ
梅
見
あ
と　
　
　
　

吉
田　

康
雄

蛇
穴
を
出
づ
東
京
の
ど
真
ん
中　
　
　
　
　
　

尾
﨑　

一
夫

こ
の
身
ま
た
経
年
劣
化
亀
鳴
け
り　
　
　
　
　

瀬
戸　
　

悠

起
抜
け
の
一
椀
の
白
湯
初
音
聞
く　
　
　
　
　

瀬
戸　

り
ん

雛
飾
る
諸
手
の
指
に
物
着
星　
　
　
　
　
　
　

守
屋　

ま
ち

ラ
ジ
オ
か
ら
世
界
の
天
気
水
温
む　
　
　
　
　

片
野　

秋
子

廃
校
の
百
の
窓
鳴
る
春
一
番　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

富
江

木
々
芽
吹
く
活
断
層
の
上
に
住
む　
　
　
　
　

木
村　

和
彦

柔
ら
か
く
開
く
手
の
ひ
ら
苗
木
市　
　
　
　
　

穂
坂
志
げ
る

蕗
の
と
う
伸
び
て
も
う
す
ぐ
二
年
生　
　
　
　

岡
田　

典
代

「俳句おだわら」10句抄（657号より）

　
一
、
新
理
事
の
菅
野
英
余
さ
ん（
総
務
部
）田
下
昌
人
さ
ん（
広

　

報
部
）
初
参
加
し
挨
拶
。

二
、
各
部
報
告　

総
務
部
：
定
期
総
会
終
了
報
告
、
け
や
き
・

Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
へ
認
定
団
体
申
請
済
、「
会
員
名
簿
・
会
則
」

を
全
会
員
に
配
布
、高
橋
正
子
さ
ん
（
鷹
）
四
月
二
八
日
逝
去
。

会
計
部
：
桜
ま
つ
り
会
計
報
告
、
年
会
費
未
納
は
現
在
５
名
。

三
、
令
和
４
年
度
小
田
原
秋
季
俳
句
大
会
の
兼
題
（
新
涼
、
木

槿
）・
締
切
・
各
賞
・
寿
齢
者
表
彰
等
を
決
定
。選
者
特
選
賞

は
佃
名
誉
会
長
、大
石
顧
問
、池
田
会
長
、山
田
副
会
長
、グ

ル
ー
プ（
た
け
の
こ
、沈
丁
）（
詳
細
は
本
号
10
頁　

事
業
部
）

四
、
秋
の
吟
行
会（
広
報
部
担
当
）は
、
11
月
８
日（
火
）を
第

　

一
候
補
日
と
し
会
場
は
担
当
に
一
任
。

五
、
理
事
会
の
開
催
時
刻
を
夜
間
の
車
の
運
転
な
ど
安
全
優
先

の
観
点
か
ら
昼
間
と
す
る
提
案（
総
務
部
、
会
長
）
が
あ
り
、

７
月
か
ら
は
15
時
開
催
に
変
更
す
る
こ
と
を
決
定
。

但
し
６
月
は
従
来
ど
お
り
18
時
か
ら
。

　

理
事
会
だ
よ
り
（
5
・
12
）
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第
三
回
藤
田
湘
子
記
念
小
田
原
俳
句
大
会

　
四
月
十
六
日
、
於
小
田
原
三
の
丸
ホ
ー
ル
。
応
募
作
品
一
般

の
部
一
四
四
四
句
、
小
中
学
生
の
部
一
六
二
三
句
、
参
加
者
三

二
〇
名
。

　（
一
般
の
部
）

　
　
大
会
賞

点
け
て
一
人
消
し
て
独
り
の
夜
長
か
な
　
　
　
　
田
渕
　
令
子

　
　
市
長
賞

産
院
の
待
合
室
や
除
夜
の
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
木
　
良
花

　
　
鷹
俳
句
会
賞

剥
製
の
閉
ぢ
ぬ
翼
よ
虎
落
笛
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
か
を
る

　
　
小
田
原
俳
句
協
会
賞

立
葵
誰
も
帰
っ
て
来
な
い
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吾
亦
紅

　
　
小
田
原
文
学
館
賞
　

東
京
を
鞄
に
詰
め
て
帰
省
か
な
　
　
　
　
　
　
　
山
内
　
基
成

　
　
小
川
軽
舟
特
選

点
け
て
一
人
消
し
て
独
り
の
夜
長
か
な
　
　
　
　
田
渕
　
令
子

図
書
館
の
湘
子
コ
ー
ナ
ー
春
夕
　
　
　
　
　
　
　
村
場
　
十
五

春
雨
や
車
掌
顔
出
す
落
と
し
窓
　
　
　
　
　
　
　
西
嶋
　
景
子

　
　
奥
坂
ま
や
特
選

屋
久
島
の
大
樹
の
鼓
動
天
高
し
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
梢

　
　
◆
小
田
原
鹿
火
屋
（
4
・
22
）
　
　
久
江
報

ひ
と
ひ
ら
の
風
の
こ
ゑ
聴
く
夕
桜
　
　
　
　
足
立
　
和
子

う
ぐ
ひ
す
や
古
墳
の
空
の
広
ご
り
に
　
　
　
川
本
　
育
子

ほ
つ
ほ
つ
と
芽
吹
き
奏
で
る
雑
木
山
　
　
　
高
橋
　
小
糸

幾
度
の
出
会
ひ
と
別
れ
春
夕
焼
　
　
　
　
　
山
﨑
　
悦
子

台
ヶ
岳
火
の
香
水
の
香
野
焼
跡
　
　
　
　
　
近
藤
　
久
江

　
　
◆
山
北
（
4
・
28
）
　
　
　
　
　
由
里
子
報

ラ
ン
ド
セ
ル
馴
染
む
頃
な
り
燕
く
る
　
　
　
和
田
恵
美
子

八
日
振
り
の
一
滴
の
水
若
芽
吹
く
　
　
　
　
尾
崎
　
幸
子

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
と
び
た
い
と
い
う
日
暮
　
　
中
山
　
妙
子

勾
玉
は
胎
児
の
形
み
ど
り
の
夜
　
　
　
　
　
尾
崎
　
竹
詩

湧
水
に
浸
す
指
先
風
光
る
　
　
　
　
　
　
　
石
田
加
津
子

夕
映
え
や
飛
び
た
い
方
へ
翔
ぶ
さ
く
ら
　
　
竹
下
由
里
子

　
　
◆
香
雨
・
梅
ご
ち
（
4
・
24
）
　
　
忠
山
報

雨
の
日
は
雨
の
色
な
る
し
や
ぼ
ん
玉
　
　
　
肥
後
ち
さ
こ

囀
へ
口
笛
か
へ
し
庭
仕
事
　
　
　
　
　
　
　
関
戸
わ
よ
こ

追
ひ
か
け
る
子
ら
風
と
な
り
し
や
ぼ
ん
玉
　
青
山
　
典
子

背
負
ひ
籠
に
香
り
も
摘
み
て
茶
摘
唄
　
　
　
門
松
　
鳳
文

囀
や
夢
見
ご
こ
ち
に
二
度
寝
し
て
　
　
　
　
吉
田
　
百
代

　
俳
句
お
だ
わ
ら
（ 

5
・
19 

〆
切
り
、
到
着
順
）
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は
ら
か
ら

草
庵
は
い
よ
よ
し
づ
か
に
竹
の
秋　
　
　
　

吉
田　

康
雄

ク
レ
ソ
ン
の
花
よ
り
明
く
る
忘
れ
水　
　
　

陌
間
み
ど
り

濡
れ
て
な
ほ
御
眼
や
さ
し
き
甘
茶
仏　
　
　

小
澤　

純
子

時
惜
し
む
ご
と
く
降
り
つ
ぎ
桜
し
べ　
　
　

池
田　

忠
山

　
　

◆
こ
よ
ろ
ぎ
（
5
・
12
）　
　
　

つ
と
む
報

木
漏
れ
日
や
身
を
寄
せ
合
い
て
著
莪
の
花　

板
谷　

雅
泉

夕
星
や
匂
ひ
濃
く
な
る
花
卯
木　
　
　
　
　

植
松
テ
ル
子

永
き
日
や
に
は
と
り
の
声
牛
の
声　
　
　
　

神
山
つ
と
む

　
　

◆
み
な
み
（
4
・
16
）　
　
　
　

か
ほ
る
報

猫
の
子
の
は
や
巧
妙
な
知
恵
を
持
ち　
　
　

市
川
め
ぐ
み

春
月
や
寡
黙
な
刻
の
流
れ
お
り　
　
　
　
　

斎
藤　
　

静

カ
ー
テ
ン
の
風
に
じ
ゃ
れ
つ
く
子
猫
か
な　

加
藤　

健
治

人
々
の
眼
集
め
る
牡
丹
か
な　
　
　
　
　
　

小
瀬
村
信
子

延
長
の
高
校
野
球
に
春
の
月　
　
　
　
　
　

加
藤
れ
い
子

急
行
の
通
過
す
る
駅
紋
白
蝶　
　
　
　
　
　

加
藤　

富
江

出
港
の
汽
笛
を
つ
つ
む
春
の
月　
　
　
　
　

豊
田　

幸
枝

朧
夜
の
四
肢
や
わ
ら
か
く
し
て
眠
る　
　
　

加
藤
か
ほ
る

　
　

◆
青
梅
（
5
・
11
）　
　
　
　
　
　

幸
子
報

新
茶
汲
む
話
の
つ
き
ぬ
同
胞
や　
　
　
　
　

大
塚　

行
人

蹄
鉄
の
か
は
き
し
音
や
馬
場
五
月　
　
　
　

湯
本
と
し
子

納
税
書
た
が
ふ
こ
と
な
く
来
て
五
月　
　
　

神
野
美
代
子

ゲ
ー
ム
の
旅
終
へ
て
見
に
ゆ
く
桜
か
な　
　
　
　

小
島　

月
彦

竹
の
春
夫
に
最
後
の
定
期
券　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
美
恵
子

　
　
　

岩
永
佐
保
特
選

破
魔
弓
や
星
座
お
の
づ
と
位
を
定
め　
　
　
　
　

古
屋　

德
男

剥
製
の
閉
ぢ
ぬ
翼
よ
虎
落
笛　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
か
を
る

立
山
は
白
く
浮
く
山
磯
遊　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田　

鷲
也

　
　
　

池
田
忠
山
特
選

花
月
夜
大
往
生
を
遂
げ
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

上
田　

鷲
也

産
院
の
待
合
室
や
除
夜
の
鐘　
　
　
　
　
　
　
　

柏
木　

良
花

燃
え
渋
る
送
り
火
そ
つ
と
吹
き
立
た
す　
　
　
　

相
良　

研
二

　
　

長
谷
川
き
よ
志
特
選

爽
や
か
や
海
風
撫
づ
る
湘
子
の
碑　
　
　
　
　
　

中
村　

昌
男

立
葵
誰
も
帰
っ
て
来
な
い
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
亦
紅

天
守
よ
り
海
境
淡
し
初
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
地　

敬
子

　
　

山
田
照
子
特
選

長
き
夜
や
母
の
声
音
の
ぐ
り
と
ぐ
ら　
　
　
　
　
　
　
　

皆
春

東
京
を
鞄
に
詰
め
て
帰
省
か
な　
　
　
　
　
　
　

山
内　

基
成

腹
に
息
溜
め
て
抱
き
上
ぐ
今
年
米　
　
　
　
　
　

椋
本　

望
星

　

（
小
中
学
生
の
部
）

　
　

大
会
賞

た
ん
ぽ
ぽ
や
風
が
ふ
い
て
も
残
る
も
の　
　
　
　

伊
藤　

美
結
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桑
の
実
や
昭
和
は
遠
く
夕
暮
れ
り　
　
　
　

加
藤
ま
り
子

山
笑
ふ
携
帯
電
話
つ
つ
ぬ
け
に　
　
　
　

久
保
寺
ト
ミ
子

老
鶯
の
声
が
声
呼
ぶ
控
の
間　
　
　
　
　
　

田
渕　

令
子

捨
て
る
も
の
き
っ
ぱ
り
捨
て
去
り
立
夏
か
な　

田
中　

幸
子

　
　

◆
沈
丁
（
5
・
7
）　
　
　
　
　

寶
子
山
報

唐
銅
の
風
炉
に
火
を
入
れ
客
迎
へ　
　
　
　

中
野　

文
子

炉
畳
の
青
き
に
風
炉
の
湯
の
匂
ひ　
　
　
　

若
村　

京
子

風
の
色
野
の
色
挿
し
て
風
炉
点
前　
　
　
　

柳
澤
ミ
サ
子

畏
ま
り
て
若
者
四
人
風
炉
手
前　
　
　
　
　

田
中　

惠
一

草
庵
で
風
炉
の
談
義
や
実
業
家　
　
　
　
　

河
本　

純
子

初
風
炉
や
一
人
語
り
の
始
ま
り
ぬ　
　
　
　

瀧
本　

敦
子

風
炉
手
前
老
舗
の
名
菓
ま
た
消
え
る　
　
　

勝
木　

澄
子

風
炉
手
前
稽
古
の
後
の
ス
タ
バ
か
な　
　
　

菅
野　

英
余

夏
来
る
幼
な
に
布
ざ
う
り
の
赤　
　
　
　
　

髙
井　

幸
子

産
声
や
一
尾
加
は
る
鯉
の
ぼ
り　
　
　
　
　

片
野　

節
子

散
り
桜
我
は
そ
の
場
で
立
ち
つ
く
す　
　
　

峯
尾
ユ
キ
エ

梅
雨
入
り
の
薄
茶
点
て
る
が
ア
メ
リ
カ
ン　

河
本
チ
ヨ
子

初
風
炉
や
袱
紗
の
在
り
処
確
か
め
る　
　
　

清
水
美
代
子

空
間
を
組
み
立
て
て
ゆ
く
風
炉
手
前　
　
　

寶
子
山
京
子

　
　

◆
春
野
（
4
・
17
）　
　
　
　
　

き
よ
志
報

紫
雲
英
田
に
伏
し
青
春
の
甦
へ
る　
　
　
　

秋
山　
　

昇

さ
へ
ず
り
の
中
を
出
て
ゆ
く
霊
柩
車　
　
　

伊
藤
は
る
子

土
塊
の
む
ず
が
ゆ
か
ら
う
種
下
し　
　
　
　

内
田
知
江
子

米
寿
と
て
こ
の
世
の
途
中
春
や
春　
　
　
　

尾
﨑　

一
夫

萎
縮
す
る
海
馬
た
ん
ぽ
ぽ
絮
と
ば
す　
　
　

瀬
戸　
　

悠

花
過
ぎ
の
堤
力
を
抜
け
て
を
り　
　
　
　
　

二
見　

和
江

夏
来
た
り
け
り
気
の
乗
ら
ぬ
エ
ン
デ
ン
グ　

長
谷
川
き
よ
志

　
　

◆
た
け
の
こ
（
5
・
6
）　
　
　
　

悦
女
報

新
緑
や
小
枝
の
先
の
小
宇
宙　
　
　
　
　

久
津
間
百
合
子

友
き
つ
と
極
楽
に
居
む
お
花
畑　
　
　
　
　

小
宮　

早
苗

一
面
に
野
バ
ラ
の
咲
い
て
孫
の
来
る　
　
　

徳
田　

公
子

夏
ブ
ラ
ウ
ス
は
は
と
仕
上
げ
た
幼
き
日　
　

三
木　

泰
子

時
間
か
け
写
す
墓
誌
な
り
う
ら
ら
け
し　
　

宮
崎　

悦
女

　
　

◆
鷹
（
5
・
7
）　
　
　
　
　
　
　

十
五
報

大
屋
根
の
庭
に
か
ら
か
ら
鯉
幟　
　
　
　
　

青
木　

孝
子

墓
原
に
朝
の
香
煙
さ
へ
づ
れ
り　
　
　
　
　

西
賀　

久
實

万
愚
節
寿
命
延
ぶ
と
ふ
黒
た
ま
ご　
　
　
　

佐
宗　

欣
二

江
ノ
島
に
貝
細
工
選
る
薄
暑
か
な　
　
　
　

須
田　

晴
美

鯉
幟
街
を
見
下
ろ
す
足
湯
か
な　
　
　
　

   

中
田　

笑
子

坂
に
見
て
吾
が
町
平
ら
つ
ば
く
ら
め　
　
　

百
川　

秀
子

堤
塘
や
雨
き
つ
て
飛
ぶ
つ
ば
く
ら
め　
　
　

山
﨑
美
知
子

昆
布
出
汁
透
き
通
り
け
り
晩
夏
光　
　
　
　

柏
木　

良
花

か
ら
が
ね
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囀
り
を
抱
く
神
木
暮
れ
な
づ
む

白
蝶
の
光
と
な
り
て
空
に
消
ゆ

新
樹
光
仏
足
石
の
手
づ
れ
か
な

電
線
に
音
符
の
や
う
に
燕
ど
ち

渓
流
の
し
ぶ
き
に
跳
る
花
五
倍
子

　
う
つ
す
ら
と
葉
の
先
紅
し
若
楓

ロ
ボ
ッ
ト
の
忠
実
な
給
仕
や
柏
餅

吾
の
背
を
こ
す
る
手
柔
し
菖
蒲
の
湯

青
梅
や
鳥
居
の
脇
の
駐
在
所

伊
豆
小
島
天
草
干
し
て
静
か
な
り

　
柿
若
葉
母
の
言
の
葉
や
わ
ら
か
し

厄
年
が
な
く
な
る
齢
粽
巻
く

新
緑
の
山
の
ア
ロ
マ
を
持
ち
帰
る

新
じ
ゃ
が
の
コ
ロ
ッ
ケ
大
き
夫
を
待
つ

ハ
ン
カ
チ
の
折
目
角
た
つ
薄
暑
か
な

　
庭
先
で
蕗
の
葉
摘
め
ば
夏
の
月

黒
揚
羽
ゆ
ら
り
揺
ら
ぎ
つ
陽
に
向
か
い

井
戸
端
へ
糸
蜻
蜒
野
中
は
暑
い

時
折
に
大
欠
伸
の
で
る
雨
蛙

雨
蛙
鳴
き
始
め
雲
脚
速
し

新作５句

大木　敬子 秋山　　昇勝木　澄子川合　昌子

春
寒
や
一
枚
羽
織
る
野
良
仕
事

野
良
仕
事
終
え
て
遅
日
の
鍬
洗
ふ

生
涯
は
ず
っ
と
農
婦
や
山
笑
ふ

鍬
仕
事
多
く
な
り
け
り
夏
近
し

春
の
土
匂
ふ
指
先
辞
書
を
繰
る

　
サ
ク
ラ
サ
ク
我
が
家
の
笑
み
も
満
開
に

母
の
傍
離
れ
ず
覗
く
入
園
児

新
緑
下
に
大
き
く
呼
吸
し
た
く
な
り

躑
躅
咲
き
老
老
介
護
癒
さ
れ
て

野
藤
咲
く
周
囲
に
甘
さ
漂
い
し

　
も
て
な
し
に
ま
づ
は
打
水
客
を
待
つ

海
よ
り
の
風
青
々
と
夏
の
浜

捥
ぎ
た
て
の
ト
マ
ト
ひ
と
皿
朝
食
に

邸
園
の
閑
け
き
流
れ
涼
し
さ
よ

波
音
の
か
す
か
に
聞
こ
え
ハ
ン
モ
ッ
ク

　
晩
春
の
雲
遊
ば
せ
る
丹
沢
湖

住
み
馴
れ
し
路
地
の
往
復
柿
若
葉

昭
和
の
日
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
す
る
親
子

伝
説
の
河
村
城
址
風
薫
る

健
脚
と
言
わ
れ
し
老
の
夏
帽
子

中津川晴江 久保寺トミ子吉田　百代和田恵美子

せ
な

ま
　
め
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■
北
村
文
江
句
集
『
ハ
イ
タ
ッ
チ
』
鑑
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

佐
々
木
重
満

　

北
村
文
江
さ
ん
と
言
葉
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
神
奈

川
県
現
代
俳
句
協
会
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
定
例
「
丹
沢
句
会
」
か

ら
で
四
、
五
年
く
ら
い
で
あ
る
。

　

句
集
の
あ
と
が
き
に
古
希
の
記
念
誌
と
し
て
纏
め
た
と
あ
る
。

作
者
は
丹
沢
山
地
、
箱
根
外
輪
山
、
散
歩
コ
ー
ス
に
雄
大
な
富

士
山
が
遠
望
で
き
る
、
自
然
環
境
豊
か
な
地
に
住
む
。
句
集
全

百
三
十
句
中
、
七
割
約
九
十
句
が
植
物
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、

章
立
て
も
全
て
植
物
。
豊
か
な
環
境
に
触
発
さ
れ
た
要
因
の
一

つ
で
も
あ
ろ
う
。

　

筆
者
の
独
善
・
独
解
で
作
品
を
分
類
、
鑑
賞
し
て
み
た
い
。

作
品
を
大
別
す
る
と 

①
対
象
を
ひ
と
掴
み
し
、
句
に
大
き
な

拡
が
り
を 

②
対
象
を
鋭
く
見
つ
め
、
心
象
風
景
に 
③
母
親
、

女
性
の
視
点 

④
農
作
業 

⑤
俳
味
の
五
つ
に
分
類
さ
れ
よ
う
。

①
対
象
を
ひ
と
掴
み
し
、
句
に
大
き
な
拡
が
り
を

　

1
寒
気
団
甲
斐
百
名
山
に
へ
ば
り
つ
く

　

2
灯
台
は
海
の
柱
か
天
高
し

　

3
囀
の
空
ど
こ
ま
で
も
自
由
席

　

4
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
大
和
は
か
く
も
美
し
き

　

5
天
上
は
歪
む
こ
と
な
き
桐
の
花

　

6
Ｉ
C
カ
ー
ド
滑
り
込
む
先
冬
銀
河

　

7
青
空
は
城
の
打
ち
掛
け
桜
の
芽

　

8
丹
沢
の
骨
格
ゆ
る
ぶ
稲
架
を
解
き

　

ど
の
句
に
も
透
明
感
が
あ
り
、
大
き
な
空
間
へ
誘
い
込
ま
れ

る
。
景
も
ハ
ッ
キ
リ
と
見
え
て
こ
よ
う
。
句
番
2
、
海
育
ち
の

筆
者
に
は
豊
後
水
道
の
水
の
子
灯
台
が
浮
か
ぶ
。
海
面
か
ら
天

に
届
く
か
の
よ
う
な
巨
大
な
灯
台
で
あ
る
。
句
番
3
、
国
鳥
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
を
か
く
も
格
調
高
く
詠
い
挙
げ
て
い
る
。

②
対
象
を
鋭
く
観
察
し
心
象
風
景
に

　

1
沖
霞
心
の
ど
こ
か
に
難
破
船

　

2
水
仙
の
香
を
解
く
潮
の
速
さ
か
な

　

3
夕
顔
の
白
に
も
あ
り
し
傷
心

　

4
生
涯
は
人
の
ぬ
く
も
り
走
馬
燈

　

5
遠
雷
や
い
つ
か
去
り
ゆ
く
煩
悩
も

　

6
平
凡
も
磨
け
ば
非
凡
竜
の
玉

　

7
朝
顔
の
櫂
な
き
舟
の
一
人
旅

　

8
梅
真
白
人
生
こ
れ
か
ら
パ
ー
ト
Ⅱ

　

9
本
懐
は
誰
に
も
告
げ
ず
毛
糸
玉

　

句
番
１
と
５
、
上
五
と
下
五
の
取
合
せ
が
絶
妙
。
句
番
3
、

夕
顔
の
花
弁
は
薄
く
て
孔
が
空
い
て
い
た
り
破
れ
た
り
し
て
い

る
も
の
が
多
い
。
よ
く
観
察
し
な
い
と
こ
の
よ
う
な
発
想
は
出

て
来
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

③
母
親
、
女
性
の
視
点

　

1
縫
ひ
始
め
産
着
今
に
も
歩
き
さ
う

き
ず
こ
こ
ろ
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こ
の
よ
う
な
気
持
ち
の
余
裕
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

本
鑑
賞
か
ら
作
者
の
自
選
句
を
外
し
ま
し
た
が
ご
容
赦
を
。

ま
だ
ま
だ
鑑
賞
し
た
い
が
、
紙
数
が
尽
き
た
の
で
こ
の
辺
で
筆

を
置
く
こ
と
に
す
る
。
北
村
さ
ん
の
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を

期
待
し
た
い
！

　

「
ハ
イ
タ
ッ
チ
」
自
選
十
句　
　
　

北
村
文
江

　

あ
ば
ら
骨
さ
ら
し
春
待
つ
日
本
丸

　

守
り
木
と
し
て
三
年
空
へ
ミ
モ
ザ
果
つ

　

み
ど
り
児
の
十
指
果
敢
に
雲
の
峰

　

藤
村
忌
パ
ン
の
匂
ひ
は
路
地
に
満
ち

　

産
土
の
吉
野
は
遥
か
蝌
蚪
の
雨

　

観
覧
車
は
地
球
の
歯
車
海
朧

　

鷺
草
の
飛
び
立
つ
こ
と
な
き
淋
し
さ
よ

　

法
螺
貝
は
森
へ
筒
抜
け
冬
安
居

　

迎
へ
火
や
路
地
迷
は
ず
に
来
い
と
言
ひ

　

日
脚
伸
ぶ
シ
ル
ク
の
翼
ピ
ア
ニ
ス
ト

　
　

〈
長
女
結
婚
〉

　

2
紫
陽
花
や
太
平
洋
に
ブ
ー
ケ
ト
ス

　

3
春
泥
や
何
と
か
な
る
さ
こ
の
先
は

　

句
番
１
、
母
親
と
し
て
の
喜
び
が
下
五
の
措
辞
に
溢
れ
出
て

い
る
。
句
番
2
、
カ
ッ
プ
ル
の
洋
々
た
る
将
来
を
母
と
し
て
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
中
七
の
太
平
洋
が
効
い

て
い
る
。

④
農
作
業

　

1
捨
て
畑
の
風
の
つ
ぶ
や
き
尊
徳
忌

　

2
青
梅
や
農
婦
に
七
曜
な
き
暮
し

　

3
太
陽
が
爆
発
し
さ
う
ト
マ
ト
熟
れ

　

4
九
十
の
鍬
一
本
や
春
の
耕

　

日
本
農
業
は
高
齢
化
に
伴
い
離
農
が
増
え
て
い
る
。
句
番
１
、

尊
徳
忌
が
効
い
て
い
る
。
現
状
の
農
政
策
が
経
済
安
保
か
ら
み

て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
句
番
4
、
父
上
へ
の
尊
敬
と
長
寿
の
願

い
が
。

⑤
俳
味

　

1
な
ん
て
っ
た
っ
て
曲
者
揃
ひ
唐
辛
子

　

2
冬
瓜
の
つ
べ
こ
べ
言
わ
ぬ
面
構
へ

　

3
大
津
絵
の
鬼
を
そ
び
ら
に
月
夜
酒

　

掲
句
は
ど
れ
も
対
象
を
よ
く
観
て
お
り
、
じ
つ
に
俳
味
溢
れ

る
作
品
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
句
番
２
、
中
七
か
ら
下
五
へ

の
展
開
が
素
晴
ら
し
い
。
句
番
３
、
呑
兵
衛
の
筆
者
と
し
て
は

理
事
会
日
程
　
　
６
／
９
（
18
時
）　

７
／
14　

８
／
11

い
ず
れ
も
木
曜
日
け
や
き
（
７
月
か
ら
は
15
時
）
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小
田
原
俳
句
協
会　
　

〒
二
五
〇
ー
〇
〇
一
二　

小
田
原
市
本
町
二
ー
一
三
ー
二　
　

池
田　

忠
山 

方

染
防
止
対
策（
会
場
で
の
手
指
の
消
毒
、三
密
回
避
等
）に
ご
協

力
下
さ
い
。

＊
な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
よ
っ
て
は
第
二
部
の

中
止
も
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★
当
協
会
員
で
令
和
三
年
十
一
月
四
日
（
文
化
の
日
俳
句
大
会

翌
日
）
か
ら
四
年
十
月
二
日
（
秋
季
大
会
当
日
）
に
満
年
齢
で

還
暦
、
古
希
、
喜
寿
、
傘
寿
、
米
寿
、
卒
寿
に
達
す
る
寿
齢
者

へ
の
恒
例
の
表
彰
を
行
い
ま
す
の
で
該
当
者
は
奮
っ
て
ご
投
句

下
さ
い
。（
表
彰
は
投
句
条
件
）

〈
主
催
〉小
田
原
俳
句
協
会　
〈
後
援
〉各
地
俳
句
協
会

　
　

俳
句
お
だ
わ
ら
鑑
賞
（
令
和
4
年
2
月
号
）

福
寿
草
ど
こ
に
置
い
て
も
笑
つ
て
る
　
　  

寶
子
山
京
子

　

自
然
界
の
大
き
な
リ
ズ
ム
の
中
で
福
寿
草
が
ひ
ら
く
。
「
笑

つ
て
る
」
の
擬
人
法
が
よ
く
効
い
て
い
る
。
こ
の
句
を
呪
文
の

よ
う
に
唱
え
て
い
た
ら
、
元
気
が
で
て
き
た
。
愉
快
に
な
っ
て

き
た
。

　

俄
に
福
寿
草
が
土
偶
の
類
に
思
え
て
き
た
。
ど
こ
に
置
か
れ

よ
う
が
人
知
れ
ず
、
神
秘
的
な
輝
き
を
放
つ
存
在
感
の
あ
る
も

の
に
。
福
寿
草
を
見
て
い
る
が
、
見
ら
れ
て
も
い
る
。

　

福
寿
草
か
ら
み
る
と
、
私
た
ち
人
間
は
ど
う
映
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
竹
下
由
里
子
）

　

令
和
4
年
度
小
田
原
秋
季
俳
句
大
会

　
　

第
一
部
　
作
品
募
集

兼　

題　
「
新
涼
」 「
木
槿
」（
い
ず
れ
も
傍
題
可
） 

各
一
句

　
　
　
　

一
組　

未
発
表
作
品
に
限
る
。

締　

切　

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日（
金
）
必
着

整
理
費　

一
組
に
付
き
千
円
（
句
稿
に
同
封
、何
組
で
も
可
）

投
句
先　

〒
250
‐
0851 
小
田
原
市
曽
比
二
四
三
二

　
　
　
　

米
山　

翠
宛
（
☎
○
四
六
五
ー
三
六
ー
四
五
九
〇
）

＊
作
品
は
投
句
原
稿
ど
お
り
印
刷
し
ま
す
の
で
、
楷
書
で
、

　

大
文
字
、
小
文
字
を
は
っ
き
り
と
お
書
き
下
さ
い
。

＊
第
二
部
へ
の
参
加
・
不
参
加
も
ご
記
入
下
さ
い
。

選　

者　

協
会
役
員
及
び
各
地
有
力
作
家

　

賞　
　

小
田
原
市
長
賞
以
下
二
十
位
、
選
者
特
選
賞

　
　

第
二
部
　
俳
句
大
会

日　

時　

令
和
四
年
十
月
二
日（
日
）

会　

場　

お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
通
称
Ｕ
М
Ｅ
Ｃ
О
）

受　

付　

十
一
時　

投
句
締
切
十
二
時

　
　
　
　

開
会
十
二
時
半　

終
了
十
五
時
半
（
予
定
）　

整
理
費　

五
百
円
（
呈
飲
み
物
）

当
日
題　

秋
季
雑
詠
二
句　

総
互
選　
　

　

賞　
　

小
田
原
俳
句
協
会
長
賞
以
下
五
十
位

＊
お
願
い　

会
場
で
は
今
の
と
こ
ろ
飲
食
可
能
で
す
が
、
食
事

は
各
自
で
済
ま
せ
て
ご
参
集
下
さ
い
。
マ
ス
ク
の
着
用
及
び
感


